




























































































































































































名の内訳は，男性 31 人，女性 162人で，平均年齢
は19.4±1.0歳であった。学生種別による内訳では
福祉学生が 105 人（男性 27 名，女性 78 名），看護
学生が 88 人（男性 4 名，女性 84）であった。
　２）福祉の心を構成する因子
　因子分析など多変量解析に依拠した分析結果は
既に公表済みの論文に詳しい 9）。ここでは簡単な概
要を紹介することとし，自由記述内容の分析結果
については節を改めて後述することにしたい。
　さて，因子分析の手順としては，予め作成して
おいた 65 項目の福祉の心に関する当てはまり度
を，総勢 200 名の福祉と看護の学生に回答しても
らえるよう協力を依頼し，うち分析可能な 193 名
分のデータを用いて因子を抽出している。
　暫定的ではあるが，統計解析による分析結果で
は，福祉の心に次の 8 つの因子が含まれているこ
とが示唆された。
　①他者への献身，②普遍的な理解，③人間尊重
の社会連帯，④対話からの学び，⑤幼少期から
育むもの，⑥多文化の共生，⑦エコロジカルな
立場，⑧自己育成
　２．自由記述分析結果
　自由記述内容の分析検討について，論文として
公表するのは今回が初めてである。質問の内容は
「あなたは福祉の心とはどのようなものだと思いま
すか」であった。
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　分析手続きとしては，得られた回答から 1 行ず
つ，あるいは意味のとれる内容をデータ項目とし
て再構成し，類似内容を集約してカテゴリーの抽
出を行った。なお，ここでは福祉も看護も同根の
歴史，営みをもつという前提に立ち 10），福祉・看
護の学生種別ごとに分析結果を示しておきたい。
　１） 福祉学生の福祉の心
　福祉学生では74件の回答があり，83個のデータ
項目が得られ，次の 16 カテゴリーを抽出した。
　①思いやり（12），②幸せ（9），③尊重（7），④
相手の視点（7），⑤自由（6），⑥自然（6），⑦
行動（6），⑧愛（5），⑨全ての人（5），⑩支え
合い（4），⑪共生（4），⑫助け合い（3），⑬優
しさ（3），⑭普遍性（2），⑮平和（1），⑯正義（1）
　　　　　　（　）内はデータの個数である。
　２）看護学生の福祉の心
　看護学生では 63 件の回答があり，103個のデー
タ項目から，次の 20 カテゴリーを抽出した。
　①思いやり（16），②助け合い（12），③支え合
い（9），④相手の視点（6），⑤尊重（5），⑥自
発性（5），⑦行動（5），⑧共生（5），⑨協力（4），
⑩自由（4），⑪自然（4），⑫よく生きること（4），
⑬身近さ（4），⑭人間（3），⑮幸せ（3），⑯普
遍性（3），⑰理解（3），⑱すべての人（3），⑲
天性（3），⑳平等（2）
　　　　　　（　）内はデータの個数である。
Ⅳ　福祉人材養成に必要な新しい福祉の心
　京極高宣は，福祉の心は，いつの時代でも変わ
らない思いやりとか，人間の尊厳を大切にしてい
くというようなことを確認することで終わっては
ならず，従来からの捉え方も踏まえつつ，今の時
代での考え方に，発想の転換を含めて考え，世の
中を見つめ，変革していくことの必要があること
を説いていた 11）。福祉の心を「今の時代での考え
方」で捉えなおすとどのようになるであろうか。
　問題の所在で示した投書にみられる「古い」福
祉の心は，同情からの“憐憫”“献身”“自己犠牲”
といったニュアンスが非常に強かった。しかし，
今回の先行業績の検討や調査結果から知り得た
「新しい」福祉の心は「古い」福祉の心と重なり合
う部分もあるかもしれないが，たとえば同じ“献
身”であっても，同情からのそれではなく，共感
からの“献身”ということができるのではないか。
すなわち，「新しい」福祉の心は，狭隘で偏屈な「古
い」福祉の心に比べて，より厚みと深みがあり，奥
行きと広がりがあると考える。
　福祉の心として辞典に明示されていた「豊かな
人間性」，「社会連帯」，「福祉社会の創造」の 3 つ
のキーワード，因子分析で抽出された 8 つの構成
因子，福祉と看護の学生に共通してみられた“思
いやり”“助け合い”“支え合い”“相手の視点”“共
生”“幸せ”“尊重”といったカテゴリーを総合し
て考えてみると，人間としてどうあるべきかを最
終的には問うているようにも思われる。
　最後に，今後においては，関係者は福祉の心を
歪めた捉え方で用いることは控えるべきであるこ
とを強調しておきたい。しかし，そのためには社
会福祉学あるいは地域福祉学という学問の中に
「福祉の心」が正しく位置づけられなければならな
いと考える。それも「新しい」福祉の心をより明
確にした上で位置づけられることが望ましい。福
祉人材養成では，心の問題（福祉の心）を無視し
て考えることはできないからである 12）。
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